
　　　　

2025 年 2 月 10 日

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
「一人一人の個性を大切にして彩りある未来を家族と共に育む」をコンセプトに、自分の個性や特性を理解し上手に付き合えるよう基本となる力を育んでいきます。
関係機関やご家庭と連携を積極的に行い、お子様の成長を一緒に見守っていける様に努めます。

事業所名 苫小牧育成　いろおと 作成日支援プログラム

・認知、空間や物の概念の習得を促し行動に結びつける（文字や数字、形や大きさ、時間等のマッチング。特性に合わせカードやプリント・ブロック・タイマー等を利用）
・スケジュールや視覚ツールを使用し見通しをもって行動出来る様に環境配慮（タイムタイマーや、物の置き場所や整理整頓、物の管理に繋げる）
・ルールや約束の理解（小集団での遊びや活動を通し、決まりや約束の理解）

・ことばの形成（注意を向ける・聴く・人と関わる・理解する・声に出す等、ことばでのコミュニケーションをとるためのステップをふみながら言葉の習得に繋げる）
・コミュニケーション手段の習得と活用（発声以外にも指差しや手引き、ジェスチャーや文字にする等、コミュニケーションの習得に繋げる為に必要な手段を活用する）
・感情表現の習得と活用（挨拶・感謝・自分の気持ち・好きな事や嫌な事、嬉しい・悲しい等、受容と代弁をし経験を結び付けます）

・自己理解とコントロール（アタッチメントの形成、自分らしさや特性を知り自己肯定感を育みます。また気持ちの切り替えの方法の習得と行動に結びつけます）
・他者理解（自分と違う気持ちや考えがある事をお友達や先生と接する中で知り、共感をしたり問題解決をする為の力をつけていきます）
・仲間づくりと集団への参加（挨拶や人との距離・集団の中で必要なスキルが身につくよう表現する機会を作ります）
・自立活動（調理や掃除、野外活動等を通して色々な経験を積み、自分で出来る事を増やす・出来ない時や困った時の解決方法の習得に繋げます）

支援方針

お子様1人ひとりが持っている個性を尊重していきます。
学ぶ事・楽しむ事・チャレンジする事・「出来た」の経験を増やして、伸び伸びと過ごせる場所を作っていきます。
個別または小集団支援の中で、日常生活における基本的な動作の獲得と社会性を育んでいきます。

営業時間 送迎実施の有無
・児発　９時００分～１１時３０分（状況によって１３時００分迄に変更有）
・放デイ　１３時００分～１７時００分（平日）
・放デイ　９時００分～１７時００分（学校休業日・長期休み）

（自主来所、ご家族が送迎出来る場合は相談のうえ）

主な行事等

・初詣　・もち作り　・節分　・ひな祭り　・畑作り　・避難訓練　・クッキング　・買い物学習　・行事に合わせた製作活動　・ハロウィン　・クリスマス会
・外出支援にて社会資源を活用した体験　・工場見学　等

家族支援

・お子様の発達状況や特性の理解に繋げた相談・助言
・目標に取り組む為のプロセスや家庭で出来る補助・手法の提案
・集団生活での様子の提供や成長の共有、安心できる関係づくり

移行支援

お子様やご家族への進学・進路の相談や提供を行う他、必要に応じて支援
状況の共有。サポートブックの作成も行います。

地域支援・地域連携

・保育園・幼稚園・学校・相談事業所や他事業所等の関係機関と連携
・地域の中で安心して過ごせる居場所づくり
・イベントや社会資源・公共機関の利用を通し社会参加を促進

職員の質の向上 定期的な内部研修の他、地域で開催される外部研修への積極的な参加。

支　援　内　容

・心身の健康状態の把握と予防（毎日の体温測定・身だしなみや・ケガや感染症等の予防対策）
・生活に必要な動作の習得（着衣の乱れを直す、食事・排泄や手洗い・片付け・整理整頓の方法・見通しを持って過ごす）
・生活を整える（スケジュールや見通しを持った行動・切り替えの習得、時間の使い方、社会への順応を促す環境づくり）

・音・感触・感覚の調整（リズム体操・リトミック・製作・粘土等を利用し音や感触や微細運動を行う）
・姿勢と運動、基本的動作の向上（体幹トレーニング・体力づくり・サーキット等を取り入れ運動や動作の改善及び習得や向上を目指します）
・感覚の補助や代行手段の活用（鉛筆やハサミ、箸等の補助具の使い方やスムーズに使う為の技術の向上に繋がるようにします）

　


